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都市は温室効果ガスや大気汚染の減少へ状況を一変することができる。 

化石燃料を全廃した都市は 2020 年に 5 倍増 

 

パンデミックによって、よりきれいな空気とよりよい未来のための都市の世界的な取組みが

浮き彫りとなった。世界中の都市のエネルギー転換の取り組みを調査した唯一の報告書であ

る REN21 の「自然エネルギー都市世界白書」2021 年版（以下、本白書）によると、自然

エネルギーの目標や政策を持つ都市に 10 億人の人々が暮らしているi。化石燃料の一部また

は全部の使用を禁止した都市の数は、2020 年には 5 倍に急増しているii。 

 

2 年目にあたり、REN21 は、大気汚染や気候変動を防ぐために、世界の都市がどのように自

然エネルギーを利用して排出ガスを抑制しているかを測定したiii。世界の人口の半数以上は

都市に住んでおり、都市は世界の最終エネルギー消費の 4 分の 3 を占めている。 

 

ラナ・アディブ REN21 事務局長は「都市は、その規模の大きさゆえに、自然エネルギーの

未来を計画し、開発し、構築するための最良の方法となります。都市が持つ変革の可能性

は、多くの場合ほとんど利用されていないままです。建築物が密集している環境で、野心的

な低炭素目標を実現することは大きな課題です。各国政府は、資金、能力、そして何よりも

立法権を地方自治体の手に委ねる必要があります。」と述べた。 

 

都市は、自然エネルギーに移行しすべての分野で脱化石燃料を達成する期限を定めなければ

ならない。 

 

都市の気候戦略を成功させるためには、冷暖房や交通分野で、化石燃料を自然エネルギーに

速やかに置き換えることが決定的に重要である。これらの分野は、世界の排出量の中で最も

大きな割合を占めており、地域レベルで取り組むことが最適である。 

 

本白書によれば、都市の行政活動のために自然エネルギーの電力を調達することは、多くの
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場合、地域のリーダーが採用する最初のステップの一つである。しかし、アディブ事務局長

はそれだけでは不十分だと言う。「ハンブルク、サンフランシスコ、上海などの都市が示す

ように、野心的であればあるほど、あらゆるところで自然エネルギーの導入を考えていま

す。彼らは厳しい建築基準や自然エネルギーの義務を課しています。しかし、最も重要なの

は、ガス、石油、石炭の使用に終止符を打つことです。」 

 

2020 年までに、2019 年までの 5 倍にあたる 43 の都市が、熱利用や輸送における化石燃料

の使用を禁止する政策を実施したiv。合計すると、世界の都市人口の約 4 分の 1 にあたる 10

億人の人々が、自然エネルギーの目標や政策を掲げた都市に住んでいることになるv。「こ

れらの例は素晴らしいものですが、気候変動の抑制に間に合わせるために必要な量からは、

まだほど遠いのです。」とアディブ事務局長はいう。 

 

澄んだ空気と明るい空の景色 

 

昨年のロックダウンでは、交通量が激減し、ライフスタイルが一変し、空気がきれいにな

り、騒音のない環境になったことで、市民は満員の道路や汚れた空に代わる景色がどのよう

なものかを知ることができた。 

 

都市のリーダーたちは現在、この勢いに乗って、汚染を引き起こす化石燃料から脱却し、そ

の代わりにクリーンで災害に強いエネルギーシステムを構築しはじめている。「市民の支持

が高まったことで、サンティアゴは気候変動対策に取り組む真の力を得ました。この街の住

民は自治体に大胆な施策を進めるよう要請しました。」とサンティアゴ市（チリ）のイザベ

ル・アグイレラ環境局長は説明した。 

 

自然エネルギーへの障害物競争 

 

また本白書によると、排出量の削減以外にも、エネルギーの未来を自分たちの手で切り開い

ていくことで、地域の雇用や福祉の創出から、生活の質の向上、市民の健康増進に至るま

で、多くの恩恵を受けることができる。オーランド市（米国）のバディ・ダイアー市長は、

「ゼロカーボン経済への移行により、オーランドおよびフロリダ中部地域には非常に大きな

経済発展の機会がもたらされます。すでに地域経済が活性化され、公衆衛生が改善され、環

境負荷が軽減され、住民が意義のある高給の仕事に着くようになっていると感じ始めていま
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す。」と述べる。 

 

最近の日本や韓国で見られるように、都市政府が各国政府により野心的な行動を促すことも

あるvi。しかしながら、本白書では世界のあらゆる地域から勇気づけられるような事例を紹

介しているがvii、大多数の都市は、野心的な行動をとる方法をまだ理解していないか、その

ための力や資源が不足している。 

 

 

"世界の都市に支援を" 

 

前進する準備ができ、その意思を持っている人々も、障害に直面することがある。往々にし

て、強力な化石燃料の利害関係者が、都市の脱炭素化計画を阻止してしまう。「残念なこと

に、世界のどの都市でも、脱化石燃料を進めようとすると、化石燃料産業が多大な資源を投

入して反撃してきます。また、最近米国で見られたように、州政府に訴訟を起こしたり、都

市がこのような決定をすることは法的に不可能であると州の政策立案者を納得させてしまっ

たりすることがあります」とアディブ氏は述べる。 

 

国連環境計画（UNEP）のマルティナ・オットー都市計画局長は「手つかずの大きな可能性

があります。世界中の国や地域の政府が、財政的な条件を整える以上の支援を都市に与えれ

ば、国の気候変動に関する公約の達成に向けて、野心と進捗の両方のレベルを向上させるこ

とができます。国境を越えて都市に力を与えることは、私たちの最も強い味方の力を解き放

つことを意味します」と結論づけている。" 

 

REN21 と本白書について 

REN21 は、科学、政府、NGO、産業界の関係者が参加する唯一のグローバルな自然エネル

ギーのコミュニティです。REN21 は技術、政策、市場の世界的な進展に関する最新の事

実、数値、分析を提供しています。REN21 の目標は、意思決定者が自然エネルギーへの移

行を今すぐ実現できるようにすることです。 

 

 

Renewables in Cities Global Status Report（自然エネルギー都市世界白書）」は、年に 1

度、都市レベルでの自然エネルギーへの世界的な移行の状況を総点検を行っています。2021
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年版では、330 人以上の専門家が共同執筆し、都市ネットワークを含む 20 の組織からなる

諮問委員会の承認を得ています。 

 
 

追加資料 

*2020 年 3 月 18 日 09:30(CET)に、すべての資料が公開されます。 

・ 白書全文 PDF  

・ 意思決定者向けサマリー 

・ プレスリリース（多言語、下記リスト参照） 

・ 白書の全図表の PDF 

・ 白書の全統計データをまとめたデータパック（エクセルファイル 

・ 各国のファクトシート（アルゼンチン、オーストラリア、ブラジル、カナダ、チリ、

中国、フランス、ドイツ、インド、インドネシア、日本、メキシコ、韓国、南アフリ

カ、スペイン、スウェーデン、英国、米国 - 2021 年 3 月 12 日までにアップロード予

定 

・ 都市のケーススタディ（注釈（vii）のリストを参照 - 2021 年 3 月 12 日までにアップ

ロード予定 

こちらからダウンロードできます： http://ren21.net/rec2021press   

 

前回の「都市における自然エネルギー世界白書」はこちらからご覧いただけます： 

https://www.ren21.net/cities/  

 

言語 

このプレスリリースは、インドネシア語、中国語、フランス語、ドイツ語、ギリシャ語、韓

国語、日本語、ポルトガル語、スペイン語でもご覧いただけます。 
 

メディアコンタクト 

Tammy Mayer, Communications Manager (+33 1 44 37 50 99) press@ren21.net 

 

 

 

 

脚注 

http://ren21.net/rec2021press
https://www.ren21.net/cities/
mailto:press@ren21.net
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i   世界の 1,300 都市が再生可能エネルギーの目標または政策を実施しています。世界的に見ると、72

カ国の 830 以上の都市が拘束力のある再生可能エネルギーの目標を持ち、約 800 の都市が都市での再

生可能エネルギーの推進を支援する政策を実施しています。 

 

Selected countries with renewable energy targets, net zero targets and/or policies in cities 
 

 
Cities with renewable 

energy targets 
Cities with net-zero 

targets 

Cities with 
renewable energy 

polices 

Cities with 
renewable energy 

targets and/or 
policies 

 
Share of urban 

population with 
renewable energy 

targets and/or policy 
(%) 

Country  (#) 
(% of 
global 
total) 

 (#) 
(% of 
global 
total) 

 (#) 
(% of 
global 
total) 

 (#) 
(% of 
global 
total) 

United States of 
America 

337 40.4% 112 14.1% 357 44.7% 479 36.17% 28% 

Italy 59 7.1% 47 5.9% 97 12.1% 150 11.30% 47% 

Germany 61 7.3% 13 1.6% 90 11.3% 140 10.55% 40% 

United Kingdom 94 11.3% 45 5.7% 24 3% 106 7.99% 73% 

Spain 15 1.8% 17 2.1% 62 7.8% 72 5.43% 34% 

South Africa 7 0.8% 5 0.6% 31 3.9% 34 2.56% 40% 

China 6 0.7% 8 1% 21 2.6% 25 1.88% 38% 

Sweden 24 2.9% 24 3% 8 1% 25 1.88% 46% 

Netherlands, The 8 1% 8 1% 20 2.5% 22 1.66% 43% 

Canada 15 1.8% 25 3.1% 2 0.3% 16 1.21% 36% 

Japan 10 1.2% 103 12.9% 3 0.4% 11 0.8% 40% 

Republic of Korea 5 0.6% 2 0.3% 1 0.1% 5 0.4% 55% 

GLOBAL TOTAL 834  796  799  1327  25% 
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ii  化石燃料の使用禁止に関するデータは以下の通りです。 

iii 世界の 10,500 以上の都市が CO2 排出量削減目標を採択し、約 800 の都市が 2020 年に排出量を正

味ゼロにすることを約束しましたが、これは 2019 年にそのような約束をした 100 の都市から急激に

増加しています。 
iv 化石燃料の使用禁止に関するデータは以下の通りです。 

v  上記の脚注(i)を参照。 

vi  日本の地方自治体は、国に対してカーボンニュートラルの実現やネットゼロの導入を働きかける役

割を果たしています。韓国の「カーボンニュートラルのための地方自治体行動同盟」では、2020 年 9

月までに気候緊急事態を宣言した 226 の地方自治体が、2050 年までにカーボンニュートラルを実現

するよう国に働きかけました。 
vii メガシティから中小規模の市や町まで、数百の都市についてデータを収集した。本レポートでは、

具体的なケーススタディを紹介している。アデレード（オーストラリア）、パルマス（ブラジル）、

レシフェ（ブラジル）、バンクーバー（カナダ）、ヤウンデ（カメルーン）、ココディ（コートジボ

ワール）、ラジコット（インド）、ノースロンボク・リージェンシー（インドネシア）、ジャカルタ

（インドネシア）、ソウル（韓国）、ダカール（セネガル）、ケープタウン（南アフリカ）、マルメ

（スウェーデン）、ツェビエ（トーゴ）、カンパラ（ウガンダ）、オックスフォード（英国）、フロ

リダ州オーランド（米国）。 
 
 
 

補足として提供される追加のケーススタディは バンクーバー（カナダ）とハイデルベルク（ドイツ）

です。 
 

都市レベルでの化石燃料の使用禁止に関するデータ 

注：本報告書の全データは、オンラインの Press Folder（http://ren21.net/rec2021press）でご覧いた

だけます。 

 

要約：冷暖房や輸送のための化石燃料の使用を禁止することが提案されたり、可決されたりした都市

は、世界で 66 都市ある。建物用と輸送用の両方を禁止している都市が 1 つあるため、これら 66 都市

の合計禁止数は 67 である。注：まだ全てが施行されているわけではない）。施行に関しては 2019 年

以前に 4 件、2019 年に 4 件、2020 年に 35 件が施行され、2020 年には合計 43 件が施行されていま

す。20 は今後施行される。加えて、施行日が判明していない 4 件。制定された日。11 は 2019 年以前

に議決され、37 は 2019 年に議決され、13 は 2020 年に議決された。加えて、日付がわからないもの

が 6 件、合計 67 件となります。 

 

生データ 
国名 都市名 廃止技術/燃料 廃止及び建

物での制限 

自動車の廃

止と制限 

政策状況  発効年 実施期限 
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オーストラリ

ア 

シドニー 石炭 X   提案中 2018 2035 

オーストラリ

ア 

キャンベラ N/A X   通過 2020 2025-

2045 

オーストリア ウィーン 石油＆ガス暖房 X   通過 2020 2020 

カナダ モントリオール 石油炉 X   通過 2016 2017-

2021 

カナダ バンクーバー 天然ガス X   通過 2016 2030 

中国 邯鄲 石炭 X   通過 2017 2017 

中国 太原 石炭 X   通過 2017 2017 

中国 邢台 石炭 X   通過 2017 2017 

フランス パリ 石油 X   通過 2020 2022 

ドイツ ハンブルグ 石油 X   提案中 2020 2021 

オランダ アムステルダム 天然ガス X   通過 2020 2020-

2040 

ポーランド クラクフ 石炭ボイラー, 木

質ボイラー・ス

トーブ・暖炉 

X   通過 2013 2019 

スウェーデン ストックホルム 石炭 X   通過 2019 2022 

英国 ロンドン 天然ガス  X   通過 2019 2019 

米国 アラメダ, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 アルバニー, CA 天然ガス  X   通過 2016 2020 

米国 バークレー, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ブリスベン, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ブルックリン, 

MA 

石油 及びガス X   通過 2019 2021 

米国 バーリンガム, 

CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ケンブリッジ, 

MA 

天然ガス X   提案中 2019 N/A 

米国 キャンベル, CA 天然ガス X   提案中 2020 N/A 

米国 カールスバッド

, CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 クパチーノ, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 デービス, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ヘイワード, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ヘールドバーグ

, CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ロスアルトスヒ

ル, CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ロスガトス, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 
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米国 メンローパーク

, CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ミルバレー, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ミルブレー, CA 天然ガス X   通過 2019 2019 

米国 ミルピタス, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 モーガンヒル, 

CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 マウンテンビュ

ー, CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ニュートン, MA 天然ガス X   提案中 2019 N/A 

米国 オークランド, 

CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 オーハイ, CA 天然ガス X   提案中 2020 2020 

米国 パシフィカ, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 パロアルト, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 ピエモンテ, PA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 レッドウッドシ

ティ, CA 

天然ガス X   通過 2020 2020 

米国 リッチモンド, 

CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 サンフランシス

コ, CA 

天然ガス X   通過 2020 2020 

米国 サンノゼ, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 サンマテオ, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 サンタクルーズ

, CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 サンタモニカ, 

CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 サンタローザ, 

CA 

天然ガス X   通過 2019 2020 

米国 サラトガ, CA 天然ガス X   提案中 2019 N/A 

米国 シアトル, WA 天然ガス X   提案中 2020 2021 

米国 サニーベイル, 

CA 

天然ガス  X   提案中 2019 2020 

米国 ウインザー, CA 天然ガス X   通過 2019 2020 

中国 上海 ディーゼルトラ

ック 

  X 通過 N/A 2022 

中国 西安 化石燃料車   X 通過 2018 2019 

フランス ストラスブール 化石燃料車   X 提案中 2020 2025 

ドイツ シュツットガル

ト 

ディーゼル車   X 通過 N/A 2020 
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ギリシャ アテネ ディーゼル車   X 提案中 2016 2018 

インド デリー ディーゼル車   X 通過 2015 2020 

イタリア ローマ 化石燃料車   X 提案中 N/A 2024-

2030 

韓国 ソウル 化石燃料車   X 提案中 2020 2035 

オランダ アメルスフォー

ルト 

化石燃料車   X 通過 N/A 2021 

オランダ グロニンゲン 化石燃料車   X 通過 N/A 2022 

スペイン バレンシア 化石燃料車   X 通過 N/A 2020 - 

2021 

英国 ブリストル 化石燃料車   X 通過 2019 2021 

英国 ヨーク 化石燃料車   X 通過 2020 2023 

米国 サンフラシスコ

, CA 

化石燃料車   X 提案中 2019 2030 

 


